


 

昨日もお山から帰ってきて、何やら裏紙メモをいっぱい出してきて、計算

機を片手に、『早くお風呂入りなさい』と私が言っても、『ちょっと待って…

と言いながら、ひたすら、何かやっていました。 

そして、今朝、朝御飯食べているときに、私に一生懸命問題を読んで、『中

学生になるまでに、答えがでればいいんやけどな…』と、言いながらも、自

分なりに理解したところを、私に説明するのですが、私の方が一回聞いただ

けでは、朝から頭が働かないものですから、『う～ん』と考えていたら、多分、

亮馬先生がこうやって、説明されたんだろうなあ～という口ぶりで、あの円

盤を、手で切った紙に数字を書いて、『これを円盤とするやろう…』と言って、

説明してくれました。 

 その説明を聞くと、思わず私もやってみたくなる気持ちにさせられてしま

いました。たぶん、亮馬先生から、問題を投げかけられた時に、子供たちも

なんとか、この答えを出してやろう…謎を解いてやろう…という気持ちにな

って、子供たちも必至で頭を働かせるのでしょうね。それが、後から聞くと、

学校で習っている大きな数字の勉強につながっていたり、法則を見つけてい

ったり…なんですね。私に説明する時も、『ここ見て！』なんか法則がみえて

くるやろ…？ と偉そうに説明していました。 

 私が見つけた法則は、娘が教えてくれた法則とは、違ったのですが、私も

64 まで、確かめきれていないので、法則…とかいえませんが…。お母さんと

考え方が違ったから、『ちゃんと紙にまとめてよ…』って言ったら、私に説明

したことで、ちょっと満足しているのか、『また、時間があればな…』と言っ

ていましたが、夏休み前の大きな数の計算の時も、亮馬先生が言われていた

ように、レポートにできたら、たいしたものなのですが…。ちょっと、欲張

りすぎですね（笑）でも、私にここまで説明して、理解させてくれるのは、

親バカながら感心しています。外でもこれだけしゃべれたら…って、いつも

思っているのですが。 

 こんな、説明ができるのも、ずっとお山の学校に通わさせていただいてい

るからだと、いつも、いつも思っています。（N.S さん・保護者） 

     （2012 年 9 月～10 月） 

 

山の学校では、息子二人小四の兄はかず、小一の弟はしぜんで

それぞれお世話になっています。 

山の学校との出会いは、の前に私達家族には幼稚園との出会い

がありました。幼児教育からはじまる山下先生の教育に対する想

い、人として幼児教育がいかに大事であるかという節目節目での

園長先生のお言葉は、親として我が子にどう成長してほしいか親

としてどうあるべきかという問いに沢山のヒントをいただきま

した。息子が小学校に入学すると同時に山の学校へも通い始めま

した。理由は、山下先生が山びこ通信にも書かれている内容で、

「学ぶことを楽しむために」とあります。親として、山の学校で

学んでほしいことがこの言葉全てにあるからです。学力は結果で

あり、学ぶ楽しさが自然と身についていれば結果つながるものが

必ずあると思っています。 

幼稚園時代先生に手をひかれお友達と登って登園したお山へ

の石段を今は一人力強く山の学校へ目ざして石段を登る姿をと

てもたくましく思っています。（M.H.さん・保護者） 

『会員の声』 

ぼくがかずに通っていて楽しいことは、学校では習わ

ないかずのいろんな事が学べることです。ぼくが一番面

白いと思ったのはモノポリーです。（M.S.君・かず 4年） 

 

 ぼくがしぜんにかよっていて、一ばんたのしいことは、

はっぴょうするじかんです。みんながもってきたものや、

つくってきたものとかをみんなにはっぴょうするじかん

がだいすきです。（M.H.君・しぜん 1年） 
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担当　梁川健哲　高木彬
けんてつ

　（文責　梁川 健哲、高木 彬） 3

木々の逞しさを手足で感じ

ながら、みんなにとっての

「特別な場所」は増えていき

ます。

よし、ガケを上るぞ！

「手がハサミ

になって

る！」

セミの抜け

殻に新発見。

T君、２週連続でクワガタ発見 !

そんな虫取り名人の彼が自宅周

惑星の大きさ比較図を描き、おおいぬ座 VY 星の

巨大さを伝えてくれた、宇宙博士 H君の発表。

● 耳を澄ませる（Bクラス）

　五感のうち、４つまでは、目に見えないものとつながっている。いま見えているこの世界の大半は、実は、目に見えな

いもので成り立っている。――こんなふうに考えると、なんだかワクワクしてきませんか？　見えない世界に目を凝らす

ために、春学期では、目隠しをして森の奥へと探索しました（前号参照）。そして秋学期は、その流れで、「耳」に焦点を

当てた取り組みをしています。ふだん何げなく遊んでいる場所で、目を閉じ、耳を澄まし、聴こえてきた音を一つひとつ、

紙片に書き出していくのです。いわば、音を採集する、ということ。現在、公園、雨の園庭、森の奥の沢と、場所を変え

ながらコレクションしてきています。また、その紙片を持ち帰って、分類したり、対話したり、発表したりもしています。

すると、思いがけない発見があるはずです。でも、いちばん大事なことは、音をたくさん集めることではありません。耳

を澄ませることです。そうして、目に見えないものへの感性を育むことです。さて、みなさんもご一緒に、彼／彼女たち

の真剣な息づかいに、耳を澄ませてみてください。
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ざわざわ (H) さささささ

(N) ずーさっずーさっ (M)

カーカーカー (K)

ピチピチポタトン (K)
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「木の根っこかなあ。う〜

ん !!!」暫しの格闘の後

「…これ以上はやめとこう。

木がかわいそうだから」と

呟き、勝負は引き分けに。

● 発見の名人たち（Aクラス）

　Aクラスの５人の仲間たちは、生き物を愛し、また、体全体を使うことが大好きです。石段や園庭、森の中を駆け抜け

ながら、矢継ぎ早に発見の声を上げます。現在、その活動力と発見力を生かし、「しぜんクラス いきもの図鑑」を作る計

画が進行中です。昆虫や草花についての、みんなの発見の数だけ、ページは増えていきます。さあ、どうなるでしょうか。

かかかかか かかかかかか(M)

森の奥の沢雨の園庭公園

Ｂ

辺で見つかる生

き物をまとめた

絵は、図鑑の一

コーナーにもな

りそうですね！

宇宙の不思議をこ

れからもクラスの

みんなに伝えてく

ださいね！



● みんなで描いた大作、完成！

　みんながじっくりと真剣に取り組んでくれた結果、とうとう、春学期の全てを使うこととなった、各クラスの共同制作。

夏休みを挟んで久しぶりに対面した、自分たちの大きな絵。そして、初めて対面する、別の曜日のクラスの仲間たちが描

いた作品。そこには必ず、新鮮な発見や感動があるはずです。本誌の春学期号 (P.3) でご紹介した、制作プロセスと共に、

完成した作品及び発表会の模様をご覧頂けましたら幸いです（本誌はバックナンバーも含め、HP 上で公開致しております）。

● ペン画に挑戦

　この課題では、画材として、一般的な筆記具としてのボールペンを用いました。どのご家庭にもありそうな、何の変哲

もない一本のペンだけで、一体どんな表現ができるのか。実は、線の強弱や、線を重ねる密度を工夫することで、無限の

可能性をひらくことができます。クラスのみんなは、熱心な探求をつづけ、そのことを見事に証明してくれました。

Ａクラス Ｂクラス

海の色は、ＭちゃんとＳちゃん

の見事な連係プレーのたまも

の。T君が描いた陸の生物は、

下地のクレヨンが絵の具をは

じいて独創的です。羽で空を

飛ぶ生物は、Hちゃんのオリジ

ナル。そして宇宙に浮かぶ H

君の太陽は、圧倒的な存在感

を放っています。

夕焼けの空や雲の柔らかい表

情、森の緑色を追求したIcちゃ

ん。大好きな虫たちを散りば

めた Y君。そして、Iy ちゃん

と Tちゃんが空想してくれた

森の音楽会には、沢山の動物

たちが集まっています。

Ｉcちゃんがモチーフとして選んだ筋

目がちの鉱物は、一見ペンで描くの

に適していそうですが、表面は金に

光っていました。金色を黒ペンでど

う描けばいいのか、彼女は考えまし

た。「ここは光ってるから白くしてお

く。ここは黒くなってるから、ペン

で濃くぬる！」そうして描いた鉱物

今回、モチーフの観察を深めるた

め、大きめに描くことを勧めまし

た。すると H君は、カタツムリの

殻に、ヒビ割れ模様が沢山あるこ

とに初めて気づきました。鳥の羽

の筋にあわせて気持ちよく線を走

らせる Sちゃん。葉の形を緻密に

再現する Hちゃん。ドングリを目

を気に入ったのか、Ｉc

ちゃんはそれを中心に

園庭で拾った落ち葉を

描きはじめてくれまし

た。また、Iy ちゃん、

Tちゃんは、一枚の葉っ

ぱの中にある色味や模

様を様々なタッチで描

き分け、Y君は、昆虫

の姿を細部に至るまで

再現してくれました。

一杯拡大して描く T君。

そして、小さな石を相

手に、線の強弱や重ね

方を何種類も研究する

Mちゃん。可能性は ,

様々です。

Ａクラス Ｂクラス
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『ことば』（１年生・４年生Ａ・５年生・６年生）   担当 高木彬 

 

『つくる』（A・B）    担当 福西亮馬 

 
 
  
 

 秋学期は、A、B クラスともダンボー

ル工作を中心にしました。授業の様子は

極力ブログでお伝えするようにしていま

すので、そちらをぜひご覧ください。 
 新しく入ってきた 1、2 年生には、作品

を作りながら、道具の使い方にも一石二

鳥で慣れてもらっています。自分の手で

ガムテープをちぎるという経験一つをと

ってみても、最初に教えた時よりも、次、

またその次と、刻々とした成長ぶりが見

られます。できることが増えていき、そ

れがどんどんと自信に変わる様子をじか

に見守っています。 
 3 年生に、去年からの変化として見ら

れることは、より大きな自主性です。去

年は「できない」ということにくじけて

しまいそうだった生徒も、今ではすっか

りねばり強くなり、「こうするのが、つくるクラスなんや」と、新しく入ってきた生徒に教えてくれていま

す。また指示がない時間でも、手を空いたままにせず、「こうしたらいいのとちがうかな？」と、より工夫

を重ねる時間にしてくれています。むしろ自分で考えるその時間を、以前よりも積極的に楽しんでくれてい

る「姿勢」が見られます。また、そのような生徒たちから、時に「ここが今、うまくいかなくて困っている

んだけど、どうしたらいいでしょうか」と神妙に質問されることがあります。それをやって見せた後に、「な

るほど！」という声が返ってくることほど、こちらも嬉しいことはありません。最初は何でも一足飛びには

いきませんが、人にしてもらってできることに甘んじる姿勢から、自立した姿勢へと、変わりつつあります。 
 このクラスでは、何を作っても間違いということはありません。「こんなふうにしたい！」という自らの

動機で動いてくれる展開は、大いに歓迎すべきことです。もちろん社会性に反したり、危険性を伴わない限

りですが、もしそうでないならば、「いいね！ じゃあ、やってみたら？」と言うケースがほとんどです。そ

の際、「こうすればうまくいき、こうすればうまくいかないことが分かった」という経験は、どんな小さな

ものでも、その生徒が思い出せる具体的な芯となり、肥やしとなります。 

 矩

のり

といえば、定規のことですが、いわば「心の欲するままに従

いて、その矩

のり

を越えず」がモットーです。何か開放的な気分を味

わいたいから来るのではなく、ある種の緊張感を持って（時には

錐で穴を開けるといった危ない作業を伴いながら）、新しい局面に

一緒に挑戦するために集うのが、つくるクラスです。それを「よ

し」と思う小学生たちは、ぜひ！ 
 秋学期の残りの回は、A クラスでは電線電話、B クラスでは紙

飛行機に取り組みます。 
（文責 福西亮馬） 

 
  
 
 
 
 今年もやってきました。「読書の秋」です。私が担当することばクラスでは、毎年だいたい秋から、小説

を読んでいます。それも長編。絵本などの短篇は春学期にも読んでいるのですが、『ガリバー旅行記』、『銀

河鉄道の夜』、『モモ』、『星の王子さま』といった長いお話は、振りかえればどれも秋から読んでいます。こ

のことに気づいたのは、つい最近。これまでとくに意識してきたわけではなく――やはり「読書の秋」が、

そうさせてきたのでしょうか。どのクラスも秋ごろになると、「よし、ここらで腰をすえて」というような、

落ち着いた雰囲気になるのです。 

“雰囲気”とは、目に見えないけれど、場を大きく支えるもの。私が山の学校の講師として大切にしてい

ることのひとつは、この “雰囲気”を、いかにして育て、守るか、ということです。私はそれを便宜的に

“小さな雰囲気”と“大きな雰囲気”とに分けて考えています。 
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担当 岸本廣大 
 

“小さな雰囲気”というのは、「今日は雨が降っているから、なんとなくみんな元気ないな」などと一日

単位で捉えた、クラスの一回一回の雰囲気のことです。これは、その日の一人ひとりの気分が強く影響しま

す。春学期は、こうした “小さな雰囲気” をしっかりとつかむために、毎回、ことばについていろいろな

切り口からアプローチすることが多いです。 

“大きな雰囲気”というのは、こうした“小さな雰囲気”の積みかさねで生まれてくるものです。いわば

“気運”のようなもの。それが、秋学期になるとだんだん高まってくるのです。そして、いったんその“大

きな雰囲気”に包まれてしまえば、よほどのことがないかぎり、毎回の“小さな雰囲気”にはあまり揺るが

ない。毎年、秋学期から長編を読んできたのは、こうしたクラスの安定した雰囲気にうながされてのことだ

ったのかもしれません。 

 今年の秋は、1 年生のクラスでは『オズの魔法使い』を読んでいます。まだ慣れない辞書を片手に、少し

ずつ。「本を自分で読めるんだ！」という自信を持ってもらうことが目標です。未知の言葉を辞書に発見し

たときの「あ！ あった！」という声がみずみずしい。俳句カルタづくりも春学期から続いています。 

 4 年生 A のクラスでは、春学期の終わりから少しずつ『怪人二十面相』を読んでいます。これは生徒さ

んからのリクエストです。Ｔ君は、夏休みのあいだにこの『二十面相』のシリーズを何冊も読破したそう。

推理しながら読む彼らは、さながら「少年探偵団」です。 

 5 年生のクラスでは、イタロ・カルヴィーノの『マルコヴァルドさんの四季』を読んでいます。秋からク

ラスの人数が減ったのを逆手に、朗読後の対話や作文（添削）などに高い密度で取りくんでいます。リレー

小説も春学期から続いています。 

 6 年生のクラスでは、実は長編を読んではいません。書いているのです。でも、書いて書いて、もう 3 年

目。“大きな雰囲気”に包まれっぱなしです。総執筆期間 1 年の『星の王子さま』は、いま山の学校カウン

ターで好評貸し出し中。つまりこちらは、年中つづく「芸術の秋」といったところでしょうか。 

（文責 高木 彬） 

 

 
 

 
 

秋学期も、ひきつづき「ことば 2～4 年」、「中学ことば」、「中学・高校英語」、「歴史入門(高校)」の 4 ク

ラスを担当させていただいています。この 4 クラスの取り組みからは、学ぶことの共通点に気付かされま

した。今回は、その共通点について、すこし考えてみたいと思います。 
同じことを「くりかえし」ていく計算ドリルや漢字ドリル、誰しもが学校での勉強で経験したことでしょ

う。そして、大半の方はこうした勉強がつまらないと感じていたのではないでしょうか。かくいう私自身も

その一人です。私は子供の頃のこうした経験から、山の学校の取り組みでは楽しく学ぶことを第一に、クラ

スの内容を考えてきました。 
しかし、改めて毎週の取り組みを振り返ってみると、私の担当するクラスの中でも、「くりかえし」は存

在していました。「中学・高校英語」では、中学生も高校生も単語の確認を毎週「くりかえし」ていますし、

「中学ことば」では、漢検準 2 級程度の書き取り問題をほぼ毎週「くりかえし」ています。「ことば 2～4
年」でも、単調な漢字の書き取りとは違うことは自負していますが、「漢字迷路」という形式を「くりかえ

し」ているのは事実です。 
このように顧みると、「くりかえし」とは学びの中で避けて通れないものではないかと、考えさせられま

す。一度聞いたり書いたりするだけで、漢字や単語を覚えられる天才はなかなかいません。覚えて理解する

まで、ある程度の「くりかえし」が必要なのは、運動にも共通していえるでしょう。ただし、単調な「くり

かえし」が子供たちを飽きさせ、学習の意欲を損なっては意味がありません。重要なのは、子供たちに楽し

く「くりかえし」取り組んでもらうことです。例えば、上で少し触れた「漢字迷路」は、迷路を辿っていく

と漢字が浮き出るようになっています。学校で一度は習った漢字でも、子供さんがこの「漢字迷路」に取り

組む様子をみていると、その意欲は決して低くありません。どうしても避けられない「くりかえし」を活か

すには、同じことをするにしても、少し違う角度から取り組むという姿勢が必要なのです。さらに、「くり

かえし」は自らを省みる機会を与えてくれます。「くりかえし」の中では、成長を実感することもできれば、

欠点を再確認することもできるのです。学ぶ側からも（小学生にはまだ難しいかもしれませんが）、この点

を意識することで「くりかえし」をより有意義に活用できるのではないでしょうか。 
「歴史入門(高校)」でもよく話題になりますが、歴史をたどっていくと、「くりかえし」とも思えるほど

似たような状況が現れます。しかし、人々が「くりかえし」の中で少しずつ改善を積み重ね、様々な解決策

を編み出してきたことも歴史は示してくれます。このように考えると、人は、漢字や単語といった知識だけ

でなく、人生で幾度となく突き当たる壁を乗り越える方法も、過去の「くりかえし」から学ぶことができる

ように思います。「くりかえし」の大きな可能性を念頭に置きながら、これからのクラスの取り組みも、生

徒さんが楽しんで「くりかえし」てもらえるように決意を新たにする次第です。 

 『ことば』（２～４年生） 『中学ことば』 

『中学・高校英語』  『歴史入門』(高校) 

（文責 岸本廣大） 
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 『かず』（1～２年生Ａ・４年生Ｂ・５年生）   担当 福西亮馬 

『ことば』(４年生Ｂ)      担当 福西亮馬 

 

                 担当 浅野直樹 

 
 

  前号の山びこ通信の巻頭文は〝Less is more″でした。この 2 つのクラスはまさにその言葉通りだと解

釈しています。どういうことかといいますと、しなければならない課題を与えるということは一切しており

ません。すると不思議なことにかえってやることがたくさん出てくるのです。 
  調査研究入門では夏休みに中間発表会をしました。そこで受けた質問に答えようとすると調べたいこと

があれもこれも出てきます。また、調べれば調べるほど気になる関連事項が見つかります。壮大になりすぎ

てどうまとめようかと途方に暮れるほどです。 
  ことば 2～3 年クラスでは、山の学校の周囲を観察して記録するという活動を契機にして、ある生徒はク

ワガタのことを語りだすと止まらなくなりました。それならばということで、壁新聞を作ってその圧倒的な

情報を披露しようということになりました。 
  現時点ではどこまでまとめられるかわかりませんが、楽しく取り組めていることは間違いありません。 

（文責 浅野直樹） 
 

 
 
 
 
 今は特にお話作りが佳境です。生徒たちはしばしの間も鉛筆をおかず、頭の中からイメージを取り出すことに

とても忙しそうです。 
 さてそんなある時、生徒たちが口々に「お話をずっと書きたい！」と言ったことがありました。授業時間を全

部使って、という提案です。「だって、今書かないと忘れてしまうから！」と。私は、その言葉が聞けて本当は

嬉しかったのですが、しかし「このクラスではできない」ということを伝えました。なぜなら、入ってくる言葉

が少なくなれば、出ていく言葉も減ってしまうからです。これはかなり言い古されたことですが、「印象か表現

かどちらが先か？」と問われれば、それは「印象が先」だと言わざるを得ません。表現とは、たとえるならそれ

は果汁ように、外からぎゅっと圧されてほとばしるもののことです。これは幼児期において、絵本を通して親の

肉声が、その子供の新しい言葉となって出ていくのと同じです。そのように印象はいつでも補充し続ける必要が

あります。だからこそ「いつまでも書きたい！」という希望をかなえるためにも、本が有益な助けとなることを

生徒たちに示唆しました。 
 とはいえ、お話を書くのが好きだということであれば、私が思うに、それにはそれに適した栄養源というのも

あります。そこで秋学期は、長編から短編（詩と昔話）に切り替えました。短いがゆえにプロット全体を見渡せ、

それだけお話の素材に使ってもらいやすいからです。ただし、なるべく一人の作者のものを全集的に読むという

スタンスは、春学期と変わらずに心がけています。たとえば詩では、一作者につき一つの詩というような「広く

浅く」の付き合い方ではなく、今回は金子みすずと決め、その全集から、できるかぎり多くの詩を取り上げてい

ます。その際、有名かどうかという先入観は差し挟まず、続き物を読むような態度を取っています。詩は、どの

みち一つでは味わえないものだからです。また昔話では、今はイソップ童話を読んでいます。それも有名な話で

あろうと、そうでない話であろうと、分け隔てなく一度は耳に入れておいてもらうことに、むしろ意味があると

考えています。 
この「耳に入れる」という作業は、たとえるなら、鈴の音を聞くようなものだと思います。つまり、二度目に

それを耳にした時に、「あれ？」という、不思議な音色となって聞こえることがありますが、それと同じことで

す。その時になって、「あの言葉（音色）は一体何だったのだろうか？」と疑問に思ってもらえたなら、そして、

自分から「確かめたい」と思って、何度となく出会った印象の奥にこそ、おそらく生徒たちが汲み上げるに最も

適した表現が眠っているものと信じます。その時を楽しみに待ちながら、生徒たちの将来の言葉の泉の枯れるこ

とがないように、「ひとまず耳に入れること」が、このクラスでなすべきことだと考えています。                  

（文責 福西亮馬）      

                          
 
 
 
 
 
 
 
 

 
「ねえ先生、空のものは見ようとなさるのに、地上のものは見ないんですかい」 
 
 天文学は、驚くべき発見で私たちの想像力を刺激し、喚起し、時に圧倒します。「真実は小説よりも奇なり」

というのは、何も物騒な事件に限ったことではありません。自分は天文学者や物理学者ではないけれど、宇宙が

どうなっているのか、私たちはどんな条件の中で生きているのかを知りたいと思う人はきっと多いことと思いま

す。また知らないまま死ぬよりは、知ってから知りたいと強く念じている人も、中にはおられることでしょう。 
 数の世界がどうなっているのかを知りたいと思うことも、それと同じです。「この推論は成り立つのか？」「ど

『ことば』（２～３年生）『調査研究入門』 
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──『イソップ寓話集』 
（中務哲郎訳、岩波文庫） 

 



『かず』（４年生Ａ）     担当 高木 彬 

担当 浅野直樹 

うしてそのような結論に至るのか？」と。そこでもし、「こんなことを考えついたのは、私が最初なのではない

か…？」とワクワクするような発見があるとしたら、それは人生における一大事でしょう。一方、それには困っ

た側面もあります。だれも考えついたがないとすれば、「確かめんとする者もまた、自分をおいて他にはない」

という事実です。さて、それ「だから」、踏み出せるのか。あるいは、それ「だから」、足踏みしてしまうのか…。

その「だから」に、その人の考えるスタンスが認められると思います。 
 さて、各クラスでの個別的なことについては、山の学校のブログに書いていますので、そちらをご覧ください。

ここでは、それらを鳥瞰したことを、私が授業の際に軸としている考えについて書きます。 
 まず、大きい視野としては、「考えることが楽しいと思えるならば、すでにそれが数学をしていることである」

と私は考えています。「もしも」と問い、「であれば」と解く。「仮説を立てる力」と、それを確かめ終えるまで、

手と頭の回転を休めない「ねばり強さ」。数学がもし人の役に立つとすれば、そのような知的体力を養うからだ

と思います。その意味では、まだ算数は嫌いになっておいてもかまわないのかもしれません。けれども、考える

ことが先に嫌いになってしまっては、どうでしょうか。たとえ算数はやり過ごせても、遅かれはやかれ、数学を

嫌いになってしまうでしょう。一体どちらが元手で、先に大事にされるべきでしょうか。少なくとも私は、考え

ることが好きであれば、いずれ算数やその先にある数学を好きになる、またそうなれるだけの資本はあると考え

ています。 
 さて、表題の言葉は、夜道、星ばかりを見上げて歩いていて古井戸に落ちてしまったという、とある天文学者

の寓話です。それはターレスではないかとも言われており、ターレスと言えば立派な哲学者です。けれどもター

レスでさえ、足元を見なければ古井戸に落ちてしまう、というのは、一つの真実でしょう。 
 けれども、星に気を取られること「だけ」が、いつもいつも非難されるべきでしょうか。私がここで注意を喚

起したいのは、おそらくアイソーポス（の名に帰せられる人々）は、同じ筆で、「足元ばかりを見ている人間」

を非難する話も書けただろう、ということです。『イソップ寓話集』は、「あちらが立てばこちらが立たぬ」、「あ

あも言えるしこうも言える」という柔軟な物の見方を示してくれています。そして、それができるかどうか問わ

れているのは、数学も同じことです。「この可能性は考えたが、あの可能性はまだ考えていないのではないか？」

と。つまりそれは果たして真実なのか？ あるいはそうでないのか？ と。 
 かけ算や割り算、筆算や面積や分数の計算が得意になること、文章題に自信を持てること、グラフや図形をか

いたりすることは、これから「もっと考える」ために、いわば天文台を作るようなものです。視野を広げるため

の、大事な基礎工事にあたります。 
 けれども一方で、真実でないものを疑うこと、それもまた、生徒たちには健やかに芽を出してほしいと願って

いることでもあります。                               （文責 福西亮馬） 
 
 
 
 
 
 
「何のために数学を勉強するのか」――これはよく聞かれる質問です。今学期もそれを聞かれたので、重複を

覚悟しながら答えさせていただきます。 
  第一には数学を直接使う場面は意外にあるということです。買い物で計算をするのは言うに及ばず、家計簿を

つけたり団体の会計をしたりすると結構複雑な数字合わせが求められます。方程式を解くように逆算して物事を

考えることもよくありますね。化学や物理はもちろんのこと、経済や社会でも現象を記述したり予測したりする

ために関数表記をすることがあります。統計的な数字を目にすることも多いです。図形的な処理をする人は限ら

れているかもしれませんが、デザインや測量などでは重要な部分を占めています。 
  これだけだと、「自分はそうした職業に就かないし計算などは電卓を使う」と言われてしまいます。そこで第

二の理由が必要になります。それは思考力を鍛えるということです。数学は非常に厳密に体系化されているので、

抽象的な思考力を鍛えるにはうってつけです。同じ事柄を幾何的、代数的、解析的にそれぞれ考えて、筋道が違

っていても正しく手順を進めれば同じ結論に達します。多角的なものの見方を養うことにもつながります。 
  しかしこれはある程度数学を学んで初めて実感できることですし、何のために思考力を養うのかとさらに聞か

れるかもしれません。そもそも「何のために」という問いは将来のために今は我慢して嫌なことをするという発

想が前提になっていると考えられます。「何のために数学を勉強するのか」という問いを発するのを忘れるほど

数学に熱中して楽しむというのが理想だと私は思います。 
（文責 浅野直樹） 

 
 

 
 
  

昨年度から担当させていただいているこのクラスも、はや２年目の秋をむかえました。実は昨年の４月以来、

このクラスの取り組みはほとんど変わりがありません。『山びこ通信』のバックナンバーをご覧になればおわか

りのとおり、ドリル（30 分）＋「かずの探求」（15 分）＋パズル（ex. まちがいさがし、迷路、タングラム：15
分）です。また、取り組みの内容だけではなく、生徒さんの熱意も、変わることがありません。ドリルを解く 30

 『かず』（１～２年生Ｂ） 

 『中学数学』（３年） 『中学・高校数学』 
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『中学英語』（１～２年生）『英語一般』（論文） 担当 浅野直樹 

 

『中学数学』（１～２年）       担当 福西亮馬 

 

分の、物音を立てることすらはばかられるような集中力と緊張感。昨年の 4 月に正した姿勢は、今もそのままで

す。変化はといえば、「かずの探求」がより生徒主体の取り組みになったことと、パズルにタングラムが加わっ

たことの 2 点。これらはそのつど本欄でお伝えしてきました。 
 手もとにある昨年（2011 年）の春学期の『山びこ通信』を開けてみると、これまで幾度も本欄で紹介してき

た「かずの探求」について、「5、10、20、と続けて、かずの大事典をつくろうと考えている」と、私は書いて

いました。「こういう取り組みをしているのは、抽象的な記号であると同時に、具体的で身近な物質でもある、

この「かず」というもの自体の魅力に興味をもてれば、との思いからです。行けるところまで行こうと思ってい

ます」（「かず 3 年生 A」）。この初心もまた、変わりません。やがて彼女たちは、変わらず継続しつづけるこ

とが、どれだけ素晴らしいものを築きあげるのかを、目の当たりにすることでしょう。現在「42」です。 
 毎週金曜日、いつもの時間になると、いつもの顔ぶれが、いつもの元気をたずさえて、いつもの教室に集まり

ます。これの次はそれ、それの次はあれ、あの次はこれ、というような、日々の小学校における目くるめく単元

の移り変わりから一歩距離をとった、“変わらないもの”をあたためつづける場所でありたい。このクラスの生

徒さんたちを見ていると、その思いを強くします。H ちゃん、Mi ちゃん、Mo ちゃん、I ちゃんは、そうしたも

のを大切にできる、私にとって尊敬すべき人たちです。 
（文責 高木 彬） 

 
 
 
 
 
 
 中学数学のクラスの人数が増えたことにより、浅野先生からの引継ぎで、浅野先生は 3 年生を、私は 1～2 年

生の生徒を受け持つことになりました。それぞれの進捗状況に合わせた基本問題を渡し、時間の許す限りそれを

解き続けてもらうという方針は、浅野先生の時と変わっていません。 
 M 君と R 君は、1 年生の数式の復習から、1 次方程式と 1 次関数へとすすんでいます。M さんは、数式の復習

から、連立方程式をしています。基本的な問題を解いてもらうと、それぞれに克服すべき課題が見つかります。

またそれができた時は、その日の自信にして持ち帰ってもらっています。基本問題だからこそ、知らないと解け

ない問題が並んでおり、それを毎回、チェックすることになります。もし「分からない」と言う時は、もっと前

の基本に戻ります。積み残しをなくすことがこのクラスの目的ですが、その積み残しのムラが、やはり数学に対

する自信にも如実にあらわれていることを感じます。 
 幸い、生徒たちは戻ることに嫌がることはなく、「できるところはどこか？」を一緒に見つけることで協力し

てくれます。そして「ここなら分かる」と言ってもらえたところから、また順を追って一緒に山登りを始めます。

数学は、積み重ねとよく言われますが、あとはその階段を「細かく刻む」こと以外にありません。自分の分かる

ところと、分からないところの敷居はどこか？ それを探すお手伝いをこのクラスではしているわけですが、い

ずれ生徒たちが自分一人でそれをできるようになれば、素晴らしいことだと思います。 
 分からなかったところは、後ろに戻れば、必ずできるところから始められます。繰り返しするとしたら、そこ

です。ただし、山の学校の授業は、どんなに集中しても 1 週間に 80 分しかありません。それだけではもちろん

不十分です。勉強の仕方は、教えている通りです。あとは、「やれやれ」と言った調子で終わりにせず、その日

「分かった」ことが「また分からなくなった」とならないように、どうか家でも学校の教科書を開いて、積極的

に「昨日したこと」の上にまた「おとといしたこと」の蓄積を図ってください。 
（文責 福西亮馬） 

 
 
 
 
 
 
  粘り強く取り組めば英語に慣れるということを実感しました。 
  中学英語 1～2 年のクラスでは NHK ラジオの基礎英語 1 を活用しておりまして、最初の頃は非常に難し

く感じたものが、今では余裕を持って取り組むことができています。秋学期からこのクラスに入った生徒も

すぐに慣れたようです。完璧を求めようとすると息苦しくなりますが、わからなくて当然だと開き直るとか

えってわかるようになるものです。 
  英語一般クラスでは専門分野の論文を読むお手伝いをしています。専門分野の論文となると教材のよう

な配慮はありませんし、それなりの分量にもなります。それでもこれまでに学んだ英語の知識でかなりの程

度まで読むことができますし、その専門分野に通じていればさらに楽に読めます。 
  一人でやっていると慣れるというところまでたどり着く前にやめてしまうこともあるかと思います。山

の学校は適度な強制力を働かせるという機能を果たしているとも感じます。 
（文責 浅野直樹） 
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『中学理科』       担当 高木 彬 

 

『ロボット工作』『ユークリッド幾何』  担当 福西亮馬 

 

  

 じつはエジソンは、ここ京都と深い関わりがあります。彼は、白熱電球のフィラメント（中央の発光部分）に、

八幡の竹を使ったのです。ここでまず驚くのは、フィラメントに竹が使われていたということ。しかし、われわ

れ（？）にとってさらに驚くべきは、それが京都の竹だったということでしょう。 

 白熱電球を発明したのはエジソンではありません。エジソンは、すぐ燃えつきてしまうそれまでの電球を、飛

躍的に改良したのです。電球が長く灯りつづけるためには、フィラメントにどんな物質を使えばいいのか。彼は、

あらゆる物質で実験を繰りかえしました。その数、6000 回。そして竹が、最もフィラメントに適していること

を発見したのです（200 時間）。しかし、ここで止まらないのが、エジソンのエジソンたるゆえん。竹は竹でも、

どこの竹がいいのか。彼は全世界から 1200 種類もの竹を集め、さらに実験を繰りかえしました。その結果、八

幡男山付近の竹が、最も長いあいだ光りつづけることを突きとめました（2450 時間）。 

 以上が、彼の言う「99 パーセントの努力」の内実です。世界から夜を消す大偉業は、こうした地道な積み重ね

と、あくなき探究心のなせるわざだったのです。現在、電球のフィラメントには、タングステンという物質が用

いられています。より長く、より明るく、という探究心が、後の世代の人々によって引き継がれた結果です。 

 山の学校の中学理科クラスに参加してくれている生徒さんたちは、そのバトンリレーの先端にいる、これから

を担う方たちです。クラスの実験の時間に、実際にこの白熱電球をつくってもらったとき、フィラメントには、

エジソンの時代には一般的ではなかった、でも今を生きる彼らにとっては最も身近な炭素、シャープペンシルの

芯を用いました。ミノムシクリップで乾電池とつなぐと、黒い芯に電流が流れ、電気抵抗によって発熱し、光を

放つのです。ガラス瓶のなかの輝きに、「うおー！」「すごい！」「きれい！」と感嘆の声があがりました。 

 シャープペンシルの芯など、彼らにとってはごく身近なものです。電球もまた、見慣れたものです。では、な

ぜ「すごい」「きれい」と感じたのでしょうか？ それは、「自分でつくった光だから」です。鉛筆の芯では太す

ぎて、煙は出ても、光らない。シャープペンシルの芯であっても、0.3mm よりも 0.2mm の太さのほうが、明る

い。でも、光り続ける時間は、0.3mm のほうが長い。そうやって、自分で試行錯誤したからです。 

 こうした実験の時間が、このクラスでは 2 週間に 1 度、やってきます。ドライアイス、爆鳴気、音が描く模様、

フェナキスティスコープ、プリズムの虹、竜巻づくり……。数々の名場面をここに書ききれないのが惜しい。そ

うして先人たちの発見や感動の瞬間を追体験すると、そこにいたるまでの探求と試行錯誤の楽しさ、実際に手を

動かしてみることの大切さが実感できます。実験のない週にクラスで取り組んでいる問題集の解答の先には、探

求すべき世界がどこまでも広がっていることに、やがてハタと気づくのです。 

（文責 高木 彬） 

 

 

 
 
 
 ロボット工作では、「なぜ動くのか」という素朴な疑問の答を得ようと、これまでブラックボックスだった部

分により多くの光を当てることをしています。そのために、今まで市販の完成品を使っていたところを、より細

かなパーツで別個に組んでいます。 
 秋学期の主役はトランジスタ（FET）です。トランジスタはその昔、真空管と呼ばれていた時代から今日まで

改良が重ねられ、広汎な応用例を持った、とても基本的な電子部品です。その機能を理解するだけでも、おそら

くロボットの勉強としてはおつりが来ることでしょう。そこで授業では、それを使った「H ブリッジ回路」とい

うモーターを動かす仕組み（モータードライバー）を製作しました。 
 どうすれば手持ちの部品の中でいわば「最強」のモータードライバーを作ることができるか？ それを考える

とワクワクしてきます。「やりましょう」という生徒の意気込みを得て、何種類ものトランジスタのデータシー

トを見比べつつ、理論的な話と、はんだ付けの作業を並行して進めています。いつも 80 分があっという間です

が、可能な限り、失敗してみてください。その苦労は市販品では買えないものです。また配線の工夫にも挑戦し、

そしてうまくいったものには、できるだけ多くの複製を作ってください。なぜなら複製する間に「こうすればも

っとよくなるのではないか？」という「次の段階」が見えてくることも多いからです。同じ作業も、失敗と同じ

く、無駄ではありません。惜しむらくは時間ですが、それを補って余りあるだけの、あいまいな理解をなくすチ

ャンスが得られます。そのようにして、いつか「トランジスタのことなら、自分に任せておけ」と胸を張っても

らえるようになればと思います。そして、納得のいくモータードライバーを作り終えたなら、それをいよいよ春

学期に製作したマイコン基板に配線していきましょう。 
 
 ユークリッド幾何では、1 年生には『原論』の第１巻の命題を証明してもらっています。前学期には、対頂角、

錯角、同位角がそれぞれ等しいこと、また三角形の内角の和が 180°であることなど、最も基本的な定理を示し

てもらいましたが、今はそれらを駆使して、三角形の合同条件、また二等辺三角形についての定理を証明しても

らっています。 
1 年生の R 君は、ある時から、背理法による証明が得意になってくれました。背理法では、「A であるならば B

であること」を示すために、まず「B でない」という仮定をおきます。そして「A でない」ことを導いて、「A
である」という先の前提と矛盾することを示します。つまり、その矛盾の原因は何だったのかとたずねると、そ
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『将棋道場』             担当 百木 漠 

もそも「B でない」という仮定が間違っていたことになります。すなわち「（A であるならば）B である」こと

に他ならないわけです。どうして R 君がこの方法を気に入ってくれたのかは分かりませんが、とても大きな「勝

ち癖」です。ぜひ自家薬篭中にした方法で、ばっさばっさと『原論』の命題を解き明かしていってくれることを

期待しています。 
 3 年生の A 君には、『原論』の第 4 巻から、垂直二等分線や、角の二等分線といったすでに学校で習ったこと

を手始めに、円の接線や三角形の内接円、外接円、正多角形の作図法を記してもらいました。これらコンパスと

定規を使う話は、幾何でしか役に立たない蛸壺的な「技術」に思えますが、実は、有理数を係数とする方程式の

解（「代数的」数とよばれるもの）と深く結びついています。そのような話もいつかできればと思います。今は

第 6 巻にある「世界最古のアルゴリズム」と言われている、ユークリッドの互除法について議論しています。実

は、先の作図法も、アルゴリズムの一種です。 
 アルゴリズムと言えば、「こうすればうまくいく」という一連の手順を書いたマニュアルのようなものですが、

作図法にせよ、互除法にせよ、学校で習った時点では、「なぜそれでうまくいくのか」までは分からず、How（使

い方）の理解で止まってしまっている生徒が多いのではないかと危惧します。一方で、A 君は、あくまで自分の

納得のいく言葉で、なぜそれを切り口にして考えたのかというところまで解説を付した、哲学的な答案を書いて

くれます。つまり、上の問題でも、根本的な Why のところまで掘り下げることにやぶさかではありません。A
君にとって、そうした「議論」は、むしろうってつけなのだろうと思います。 
 またこのクラスでは、時折、数論的なトピックに触れることもあります。この間は、ABC 予想についてニ

ュースが報じられましたが、その時はエラトステネスのふるいや素数の話を取り上げました。そのついでに（こ

れは帰り際でA君だけ残っていた時ですが）、ABC予想からフェルマーの定理が証明できることも話しました。

そしてガウスの「数学は科学の女王であり、数論は数学の女王である」という言葉を紹介するなり、A 君は「そ

のように数学って、一つにつながっているのですね」と答え、打てば響くようだと感じました。 
（文責 福西亮馬） 

 

 
 
 
（→8 ページ参照）                 （→7 ページ参照） 
 
 
 
（→6 ページ参照）                 （→6 ページ参照） 
 
 
 
 
 

 
 8 月の将棋道場では夏休み恒例のトーナメント大会をおこないま

した。今回の優勝は Sho くん。Sho くんは現在、将棋道場でただひ

とりの 3 級で、最近はほぼ負けなしの連勝を続けています。彼の強

さはなにより攻撃力、とくに終盤の強さにあります。序盤や守りに

は不安定なところもあるのですが、いちど寄せにかかればほぼ勝ち

を逃すことはありません。対戦中の集中力や負けた相手へのいたわ

りなど、上級者としての風格が身についてくるとさらに素晴らしい

と思います。将棋は礼に始まり礼に終わるゲームであり、ただ将棋

が強くて勝負に勝てば良いというものではなく、礼節をもって勝負

に臨むことが重要とされます。将棋道場に来てくれる子供たちには、

単に将棋が強くなるだけでなく、将棋にとりくむ際の礼儀や対戦相

手への敬意などを身につけてもらえればと思っています。 
 将棋では勝負がついた際に、勝った側が「勝った！」と言うので

はなく、負けた側が「負けました」と宣言します。勝った側は「あ

りがとうございました」でそれに答えます。NHK の将棋番組など

でご覧になった方もあるかもしれませんが、将棋では勝敗がついて

も対戦者は淡々としています。決して勝った側がガッツポーズをし

たり、勝利の雄叫びを上げたりすることはありません。もちろんそ

れぞれの対戦者の心のなかではさまざまな感情が去来しているでし

ょうが、そういった感情を対戦者が表に出すことはほとんどありま

せん。それが将棋の世界では美徳とされているからです。相撲など

の日本の伝統文化に通ずる美徳ですね。（それゆえ、朝青龍が大一番

に勝ってガッツポーズをした際にそれが問題となりました。その行

『中学ことば』『中学・高校英語』担当 岸本廣大 

 

『中学数学』（中 3）『中学・高校数学』 担当 浅野直樹 

 
『調査研究入門』  担当 浅野直樹 

 

『歴史入門』(高校)  担当 岸本廣大 
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為への評価は人によって意見が別れるところだと思いますが…）子供たちにも将棋の世界にそういった美徳や礼

節があることを知ってもらい、それを身につけてほしいなと考えています。 
 トーナメント大会の準優勝は Jun くん。Jun くんは全体的に将棋のセンスがよく、攻守のバランスがとれた将

棋を指す印象です。将棋道場のなかでは珍しく振り飛車の使い手で、しっかりと囲ってから筋よく攻めていくタ

イプです。今後も、Sho くんの良きライバルであってほしいと思います。3 位には Fumi ちゃん、4 位には Tetsu
くんの姉弟コンビが入賞。毎回書いていますが、このふたりは着実に強くなっています。あえて言えば、ふたり

とももう少し終盤力（寄せの力）が強くなればもっと勝てるようになるかもしれません。しかしこの点でも、ふ

たりは真面目に詰将棋の練習などにとりくんでいるので今後に期待したいなと思います。 
 今回の将棋道場では、子供たちがみないつもより集中してそれぞれの勝負にとりくんでくれたように思います。

第一局が始まる前に「今日は一手指す前に、いつもより 5 秒長く考えてみて」という話をしたのですが、そのア

ドバイスをよく守ってくれました。一斉に「お願いします」で勝負が始まって、誰も一言も発さず、みなが盤面

を見つめて勝負に集中をしているときは、教室全体の空気がぴりっとしてとても心地よいものです。こういった

集中の時間を、これからも作っていければと考えています。 

   
（文責 百木 漠） 

 
 
 
 
 
 
 
 4 月から新たに開講されたこの講座も、無事秋学期を迎えることとなりました。最初は「国際政治」を中心的

なテーマにして受講者の皆さんと授業するなんてことが、果たしてできるのだろうかと我ながら半信半疑で開始

したのですが、蓋を開けてみれば毎週とてもオープンで風通しの良い議論をすることができ、ホッと胸を撫で下

ろしています。春学期はリアルタイムで起こっているニュースの解説に加え、東南アジアや中欧地域、アフガニ

スタンといった大国に翻弄されてきた地域の歴史や政治について学んできました。普段なかなか馴染みのない世

界についての知識を深めたことで、受講者の皆さんも国際情勢を更に多面的に捉える機会を得たのではないかと

自負しております。と言いつつ、僕自身も知らないことばかりで非常に勉強になったというのが偽らざる本音だ

ったりしますが…。 
 それにしても今年は、ヨーロッパを中心に起こっている経済危機や各国の指導者交代劇、そして東アジアを揺

るがす領土問題と、政治や経済に関する非常に重要なニュースが毎日のように伝えられてきました。そしてその

どれもがこの先どのように展開していくのか不透明な、極めて深刻な問題を提示しています。改めて痛感するこ

とは、これからの国際情勢を深く理解していくためにはもはや個々の専門的な知が現行の枠組みの中で再生産さ

れることでは不充分だという事実です。専門家でさえも先を見通せないような事態が、それも複数同時に、複合

的な形で進行するグローバル化の時代にあって、僕たちは何をどのように学び、日々の暮らしを守っていけば良

いのでしょうか。 

悩みは尽きませんが、現代ほど「ビッグ・ピクチャー」、つまり大まかな見立てが求められている時代もあり

ません。社会の動きについて考えるということは、「偉い人」だけがやればいいことではありません。ほんの少

しの勇気と好奇心を常識感覚さえ持っていれば、誰にでも参加できることです。自分たちの立場から見える景色

を少しずつ拡張してみる。他の人の見ている景色がどのようなものか理解しようとしてみる。そして、乱暴な仮

説でも構わないので、その混ざり合った景色に自分なりの額縁をあてがってみる。受講者の皆さんには国際情勢

をただ知識として学ぶだけでなく、それを素材にしながら「より面白いものの見方はできないか」という野心的

な意識を持ってもらいたいと思っていますし、僕も毎回皆さんの見ている素敵な景色を共有させてもらえて嬉し

く思っています。 

（文責 中島啓勝）    

    

    

    

    

 
 

 『山の学校ゼミ（社会）』   担当 中島啓勝 

 

──「一般」の部── 
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『英語一般』（講読クラス）  

 

日時 水曜日・午前 10：00～11：20 

内容 ハリーポッターシリーズを読む 

講師 浅野直樹（山の学校講師） 

 

（講師からの一言） 

あのハリーポッターシリーズを英語

で読むクラスです。日本語で読んだと

きと違う印象を受ける部分も多々あ

ります。原文は意外に大人向けだった

りします。 

 

 NEW!! 

（冬学期

開講！） 

 



『漢文入門』         担当 木村亮太 

『イタリア語講読』         担当 柱本元彦 

『ロシア語入門』           担当 山下大吾 

    

 
 夏休みをはさんで、秋学期が始まりました。だんだん涼しくなってきた夕方に「はなれ」の教室に集まり、今

学期も同じメンバーで机を囲んでいます。 
 このクラスでは、事前にお渡しした漢文のテキストについて、各自で辞書を引いたり、本文に附された注釈を

利用しながら予習を済ませ、当日は適当な長さに段落を区切って、交互に発表を担当してもらっています。担当

者は一遍本文の訓読（読み下し）をしたあと、その部分をどのような意味に解釈したかの説明を交えながら、現

代日本語に翻訳していきます。そのあと、私も同じ個所を訓読でなぞりながら、担当者がつまづいた部分や、読

解の要点などを説明します。これで 1 巡、いつも 2、3 巡でアッという間に放課の時刻になります。 
 このとき、担当を外れたもう一人の方はただメモをとるだけではありません。予習ノートを見ながら、自分の

解釈と違いがある場合にはどんどん発言をしてもらいます。遠慮してしまうと、自分にとって疑問が残るばかり

か、クラスにとっても理解の発展につながりません。広範な知識と探求心を活かして様々な読みのアイディアを

提案してくださる I さん、現代的な発想から議論のきっかけを作ってくれる好奇心旺盛な K さん。どれだけ正確

に字義を理解したとしても、文章全体の解釈が丸きり同じにはなりません。1 週間の準備をもとに三者三様の意

見を出し合うと、予習のときより 1 歩も 2 歩も進んだ理解が得られる気がします。 
今学期は『荘子』逍遙遊篇を読んでいますが、この篇名に対する郭象（東晋・252－312）の注に、次のように

言います。「夫れ小大 殊なると雖も、而れども自得の場に放たるれば、則ち物は其の性に任せ、事は其の能に称

い、各おの其の分に当たり、逍遙たること一なり。豈に勝負を其の間に容れんや――自分の持ち前を活かせる場

所で伸び伸びと過ごすことができていれば、それが他人と比べてどうかなどということを考える必要はない」。

自分の持ち前を十分に発揮することが、それだけで素晴らしいことなのだと教えてくれます。 
（文責 木村亮太） 

 

 

 
 
 今学期も引きつづき三名で講座を進めています。今回は、このところ毎年のようにノーベル賞候補にあがりな

がら、半年ほど前にとつぜん亡くなったタブッキの作品、『黒い天使』のなかから最初の比較的長い短編を選ん

でみました。ひとつひとつのフレーズは難しくないのですが、独白の文章、いわゆる ＜意識の流れ＞ が綴られ

ていて、視点や気分を変えながらうねうねとつづく文章は、いつまでたってもピリオドになりません。要するに、

話者がどこで何に向かってどんな風に語っているのか、その語りかたを自分のなかで再現しながら読まなくては、

わけが分からなくなってしまいます。舞台になっているピサの町を、ときどきは地図でたどりながら読むことも

大切かもしれません。ところで今回、「このテクストに決めました」とメールで受講生にお知らせしたのですが、

おもしろいことに（いや実に情けないことに）、黒い天使、イタリア語で Angelo nero を Angero nero と書い

てしまいました。日本人に R と L の区別は難しいとはいえ（馴染みの単語でなければわたしもまだ間違えま

す）、天使、アンジェロをしくじるとは、われながらあまりと言えばあまりにひどいはなしです。それで考えて

みたのですが、パソコンのキーボード操作で、カタカナ読みを書くときに、ラリルレロはいつも R を使わなく

てはなりません。だからきっとついうっかり！カタカナでもよく書くような単語の落とし穴！ などと独りごち、

似たような経験をした人はいないかと捜しはじめたところです。ともかく、こんな風に自己弁護して機械に責任

をなすりつけたわけですから、この機会に長年使いつづけたノーマル・キー割り当てをはじめて変更し、la, li, lu, 
le, lo も ra, ri, ru, re, ro と同じく、ラリルレロに変わるようにしました。。。 

（文責 柱本元彦） 
 
 
 
 
 
 今学期の当クラスでは、前学期に引き続き、ナウカ出版の井桁貞義著『名作に学ぶロシア語：初歩から講読へ』

を用いてロシア語の文法を学んでおります。受講生は変わらず T さんお一方、ようやく過ごしやすくなった昼下

がりの離れの間で、毎週楽しくも真剣な授業が行われております。 
 T さんのご努力のおかけで、当初の計画より速いペースで学習課程が進んでおり、そろそろ教科書を一冊「あ

げる」段階になってきました。この教科書の例文で挙げられたテクストはそのままロシア文学の原典から採用さ

れたものですので、これまで習ったものを繰り返すだけでも味わいのある経験を得られるものと思われますが、

いよいよ本格的な講読の段階に入りつつあります。 
教科書以外に私が参考資料として紹介する作品もあり、不定詞の無人称文の実用例として紹介したチュッチェ

フの詩を、T さんはその異文の問題も押さえた上で暗記され、過日目の前で朗誦して下さいました。「ロシアを

ただひたすらに信じること」、この詩の持つ内容と迫力をそのまま体現されたかのような見事な朗誦でした。 
今学期はこの先、教科書の巻末にあるプーシキンやレールモントフの抒情詩、ドストエフスキイやチェーホフ

の抜粋などに取り組むことになります。愛好する対象を共にする相手と、その原典を一緒に味読する。その素晴

らしい時間を今か今かと待ち望んでおります。 
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（文責 山下大吾） 

 



『ラテン語講読』（初級Ｃ）     担当 前川 裕

ゆたか

 

『フランス語講読』         担当 武田宙也

ひろなり

 

『ラテン語講読』（初級 A・B・D）    担当 山下大吾 

 

 

 

 
 フランス語講読では、今学期もダニエル・アラスの『絵画のはなし』を読んでいます。これまで本欄では、ア

ラスの唱える「アナクロニズム」という概念に幾度か触れてきました。ここでアナクロニズムとは、さまざまな

時間が混ざりあう事態や、そこから発する歴史観を指します。 
 アラスは本書のなかで、アナクロニズムを、いわば絵画を「よりおもしろく」読み解くための「道具」として

用いているふしがあります。それは、厳格な歴史学の手法にのっとった絵画解釈というよりもむしろ、より自由

な発想に重きをおくような絵画への向き合い方ということです。アラスにとって、「別な風に見ることはまた、

別のものを見ることであり、それは新たな絵画史をもたらすことになる」のです。本書において、こうした、絵

画を新たに楽しむための道具立ては、アナクロニズムに限りません。たとえば彼は、読者にたびたび絵画の「細

部」への注意をうながし、細部を捨象する「遠くから見た絵画史」に対して、細部から出発する「近くから見た

絵画史」を提唱します。 
 彼が細部にこだわるのには、いくつかの理由があります。たとえば細部には、画家の意図を超えたものが現れ

ていることがあります。というのも、画家が絵を描くとき、通常はそれほど近くから（つまり、細部がありあり

と把握できるほど近くから）見られることを想定しなかったからです。こうして、近くから見ることにより、「見

られるために描かれたものではないもの」を確認することができます。いわば細部には、画家の「よそ行きの顔」

とは違った面が現れているのです。アラスはそれを、画家の「内密性［intimité］」と呼びます。近くから見る

ことによって、画家の内面により近づくことができるのです。 
 あるいは細部には、絵画の「起動の［inchoatif］」状態、すなわち、絵画がいまだはっきりしたイメージにま

とまっていない状態を見ることができます。そこではまだ、たんなる絵の具の染みや流れに過ぎないものが、い

かなる形象もなしていないのです。この細部は、絵画の有機的な統一性を支えることなく、反対にそれを解体す

るものです。しかし一方でわたしたちは、この絵画の「破壊者」たる細部に、どうしようもなく魅惑されるので

す。 
 アラスによれば、細部とは、「絵画を見る各人によって生みだされる」ものです。絵画の全体にそぐわず、あ 
まつさえそれを掻き乱す細部はまた、絵画を前にしたわたしたちの想像が自由に溢れ出すきっかけともなるので

す。 
 

 
 
 
 
 
 
 ラテン語散文の鑑と言われ、ひいては英語を始めとする近代諸言語の散文や構文にも多大な影響を与え続けて

いるキケローの諸作品。A クラスでは、その代表的な弁論である「カティリーナ弾劾」に取り組んでおります。

受講生は引き続き A さんと H さんのお二方です。前学期中に、カティリーナ当人を弁論の相手とした第一演説

を読み終え、今学期は第二演説を読み進めています。 
スタイルはローマ市民に対してキケローが語りかけるものに変わり、今もローマ市内に居座り続ける、カティ

リーナの残党に対する警戒の目を怠らぬよう繰り返し注意を喚起しています。7 節では残党一味の具体的な内容

について述べられていますが、「悪漢」に相当する言葉の列挙たるや凄まじく、殺し屋や詐欺師、盗賊を始めと

して、その数は名詞だけで 12、形容詞を入れれば 14 にも及びます。常日頃語彙の貧弱さに悩まされる身として

は、これだけの芸当を目の当たりにすると何ともやりきれなくなるのが正直なところですが、目指すべき見事な

exemplum に出会えたことを多としなければなりません。 
B クラス、並びに今学期途中から開講されたばかりの D クラスでは、哲学的対話篇の一つ『老年について』を

読み進めております。受講生はそれぞれ T さんと C さんのお一方ずつです。B クラスでは全体の 3 分の 1 強に

当たる 34 節まで進みました。授業では、老年における体力の持つ意味などその内容面のみならず、T さんのご

専門の関係から、現代ヨーロッパの言語の観点からラテン語の特徴を浮かび上がらせる言語的なテーマもしばし

ば話題になり、私も大変刺激を受けております。 
（文責 山下大吾） 

 
 

 
 
 
 このクラスでは、セネカ『ルキリウスヘの手紙（倫理書簡集）』を継続して読んでいます。今学期は第 47 書簡

から読み進めています。受講生は引き続いて参加していただいているお二人で、1 回当たり Loeb のテキストで

15 行前後を宿題とし、単語調べや訳を準備いただいた上で、授業において順番に読んでいます。授業では訳読を

しながら、基本的な文法事項を随時チェックし、基礎知識を確認しています。日本語訳や Loeb の英語訳も時に

参照しつつ、ラテン語原文と訳との相違点やその理由などを考えています。 
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 フランス語講読では、今学期もダニエル・アラスの『絵画のはなし』を読んでいます。これまで本欄では、ア

ラスの唱える「アナクロニズム」という概念に幾度か触れてきました。ここでアナクロニズムとは、さまざまな

時間が混ざりあう事態や、そこから発する歴史観を指します。 
 アラスは本書のなかで、アナクロニズムを、いわば絵画を「よりおもしろく」読み解くための「道具」として

用いているふしがあります。それは、厳格な歴史学の手法にのっとった絵画解釈というよりもむしろ、より自由

な発想に重きをおくような絵画への向き合い方ということです。アラスにとって、「別な風に見ることはまた、別

のものを見ることであり、それは新たな絵画史をもたらすことになる」のです。本書において、こうした、絵画

を新たに楽しむための道具立ては、アナクロニズムに限りません。たとえば彼は、読者にたびたび絵画の「細部」

への注意をうながし、細部を捨象する「遠くから見た絵画史」に対して、細部から出発する「近くから見た絵画

史」を提唱します。 
 彼が細部にこだわるのには、いくつかの理由があります。たとえば細部には、画家の意図を超えたものが現れ

ていることがあります。というのも、画家が絵を描くとき、通常はそれほど近くから（つまり、細部がありあり

と把握できるほど近くから）見られることを想定しなかったからです。こうして、近くから見ることにより、「見

られるために描かれたものではないもの」を確認することができます。いわば細部には、画家の「よそ行きの顔」

とは違った面が現れているのです。アラスはそれを、画家の「内密性［intimité］」と呼びます。近くから見るこ

とによって、画家の内面により近づくことができるのです。 
 あるいは細部には、絵画の「起動の［inchoatif］」状態、すなわち、絵画がいまだはっきりしたイメージにまと

まっていない状態を見ることができます。そこではまだ、たんなる絵の具の染みや流れに過ぎないものが、いか

なる形象もなしていないのです。この細部は、絵画の有機的な統一性を支えることなく、反対にそれを解体する

ものです。しかし一方でわたしたちは、この絵画の「破壊者」たる細部に、どうしようもなく魅惑されるのです。 
 アラスによれば、細部とは、「絵画を見る各人によって生みだされる」ものです。絵画の全体にそぐわず、あま

つさえそれを掻き乱す細部はまた、絵画を前にしたわたしたちの想像が自由に溢れ出すきっかけともなるのです。 
 

 
『英語一般』（論文）  担当 浅野直樹 

 

（→9 ページ参照） 

 

（文責 武田宙也） 

 



『ラテン語入門』『ラテン語講読』(中級)    担当 広川直幸 

 

                  担当 広川直幸 

 

 セネカの書簡は実際の手紙ではなく、創作による文学作品と考えられていますが、その内容はたいへん面白い

ものです。今も昔も変わらない人間の性質を暴き出しています。第 47 書簡は奴隷についての話でした。これを

読むと、当時の奴隷の扱い方がよく分かります。恐怖心によって強圧的に支配するのが一般的であったようです。

しかしセネカはそのようなやり方に反対します。セネカによる「彼らは人間（homines）である」という言葉は、

逆に主人たちが奴隷を人間として扱っていなかったことを表します。セネカはさらに「彼らの心は自由人かもし

れない」と述べます。人間を人間として見なすこと、またその心において全ての人は自由であることを明示して

いることは、今の時代にも通じる内容だと強く感じます。 
 テキスト読解が終わったあと、余った時間ではおまけの話として、西洋古典に関する話題を提供しています。

今期はギリシャ・ローマの書籍事情や、古代の教育について紹介をしました。 
 次学期も引き続きセネカの予定です。初級講読は、初級文法修了程度(独学でも構いません)でご参加でき、参

加者に合わせた進度で進めます。興味を持たれた方はぜひごお問い合わせください。 
（文責 前川 裕） 

 
 

 
 
 
 入門では，Hans H. Ørberg, Lingua Latina II: Roma aeterna を教科書にしてラテン語を学び続けている．今学期

で四年目に入った．一回に 100 行進むことを目標にしながら，今は第 44 課を学んでいる．授業名はラテン語入

門のままにしてあるが，内容は講読とあまり変わらない．学習者に配慮して読みやすく書き改められた Livius を

読みながらラテン語とローマ史を学んでいる．もうすぐ Servius Tulliusの治世が終わり，かなり手強い練習問題

が始まる．読解中心の教科書で学んでいると，語形態の正確な分析がおろそかになりがちなので，必要に応じて，

曲用・活用の復習をしてもらいたい． 
 中級講読では，前学期まで読んでいたウェルギリウスの『アイネーイス』を一旦中止して，今学期から人文主

義の父と呼ばれるペトラルカの『わが秘密』（SECRETUM）を読み始めた．ルネサンスの人文主義者は古典期の

ラテン語への回帰運動を起こし，殊にキケローを模範としたので，ペトラルカのラテン語も古典期のラテン語を

知っていれば大体読むことができるが，ペトラルカはルネサンス初期の人なのでまだ中世ラテン語の名残を多く

留めており，その辺りがまた面白い．ルネサンスの人文主義（umanesimo）とは何だったのか，あるいは人文主

義の人間（uomo）とは何だったのかという疑問を心の片隅に持ちながら，しばらくペトラルカを読み続ける予定

である． 
  （文責 広川直幸） 

 
 
 
 
 
 

 入門 A では，昨年の春から Peckett & Munday, Thrasymachus を用いて古典ギリシャ語の基礎を学んできた．こ

の原稿を書いている時点で教科書は残り約一課である．およそ一年半の道程になったが，無事に教科書を終了す

ることができそうである．その後は受講生の希望で『新約』の「マルコによる福音書」を読むことになった．易

しいギリシャ語を読むことで語彙を増強し文法を定着させることが目的である． 
 入門 C は，水谷智洋『古典ギリシア語初歩』を一回一課のペースで進めている．今学期は第 25 課から最後の

第 36 課までを扱う．途中で一学期分休みを挟んだりなど色々とあったが，何とか最後まで漕ぎ着けた．とはい

え，今はひょろひょろの骨組み（パラダイム）が辛うじて立っている状態なので，易しいものを色々と読んでし

っかりと肉（語彙）を付けてもらいたい． 
 初級講読 A では，『オデュッセイア』を読んでいる．一回に進む量は 30 行程度．もうすぐ第１歌が終わる．だ

いぶ慣れてはきたものの，まだ韻律に苦しんでいる感じがある．もう韻律分析は十分できるようになっているの

で，気を付けるべきは後一つ，すなわち「韻律単位に引きずられて，語句を切断して朗読してはいけない」とい

うことのみである．叙事詩独特の語形態などはよく調べてきてくれているので，この点を何とか乗り越えてもら

いたい．来学期も『オデュッセイア』を読み続ける． 
 初級講読 B では，プラトーンの『饗宴』を読んでいる．一回（2 コマ）に進む量は OCT に換算して 2～3 ペー

ジである．講読初年度にしては健闘していると思う．教科書は Louise Pratt, Eros at the Banquet である．初学者

向けに易しく書き改められた部分はすでに読み終えたので，今は原典のままで読んでいる．ちょうど，球状人間

についてのアリストパネースの奇想天外な演説を読み終えてアガトーンの演説に進もうとしているところであ

る．来学期も『饗宴』を読む．ちなみに，この授業では講読と平行して North & Hillard, Greek Prose Composition
を用いて簡単な作文の練習もしている． 
 中級講読では，トゥーキューディデースを読んでいる．授業では Alberti の校訂本を用いているが，OCT に換

算すると一回に 2～3 ページという良いペースで進んでいる．現在は第 2 巻の開戦初年度の記述を読んでいる．

もうすぐ初年度を締めくくる，ペリクレースの国葬演説が始まる． 
 （文責 広川直幸） 

『ギリシャ語入門』（Ａ・Ｃ） 

『ギリシャ語講読』（初級Ａ・初級Ｂ・中級） 
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 午前（9:10-15:30） １（16:20-17:20） ２（17:30-18:30） ３（18:40-20:00） ４（20:10-21:30） 

月   将棋道場(p11) 

  （月１回 16:00～18:00） 

 つくる A(p5) 

（16:30～18:00 隔週） 

漢文入門(p13) 

（17:00～18:20） 

イタリア語講読(p13)  ラテン語入門(p15) 

火 
  

 

しぜん A(p3) 

かいが A(p4) 

（15:50～17:20 隔週） 

かず１～２年Ａ(p7) 

ことば２～４年(p6) 

ことば６年(p5) 

中学ことば(p6) 

英語一般（論文）(p9) 

ギリシャ語入門 A(p15） 

 中学・高校英語(p6) 

ギリシャ語初級講読Ａ(p15) 

 調査研究入門(p7) 

水 

 

 

つくる B（p5） 

（16:00～17:30 隔週） 

ことば１年(p5) 

ことば２～３年(p7) 

山の学校ゼミ（社会）(p12) 

  （16:00～17:20） 

かず１～２年Ｂ(p8) 

ことば５年(p5) 

  かず５年(p7) 

  （17:45～18:45） 

 

中 1～２数学(p9) 

中３数学(p8) 

歴史入門（高校）(p6) 

 ラテン語初級講読 A(p14) 

木 
 

 ラテン語初級講読 B(p14) 

   （14:10～15:30） 

しぜん B(p3) 

かいが B(p4) 

（15:50～17:20 隔週） 

  ひねもす道場 

 （月１回 16:00～18:00） 

ウェブプログラミング入門 

（17:10～18:30 隔週） 

中１～２年英語(p8) 

ギリシャ語入門 C(p15) 

 中学・高校数学(p8) 

金 
 

 ロシア語入門(p13) 

   （14:30～15:50） 

ことば４年Ａ(p5) 

ことば４年Ｂ(p7) 

かず４年 A(p8) 

かず４年 B(p7) 

 中学理科(p10) 

 ギリシャ語中級講読(p15) 

 ロボット工作(隔週)(p10) 

 ユークリッド幾何(隔週) (p10) 

 ラテン語初級講読 C(p14) 

 ラテン語中級講読(p15) 

土日 

  

フランス語講読(p14) 

  （日 9:10～12:00 隔週）  

ギリシャ語初級講読 B(p15)

（第2・4土14:00～17:00隔週）

ラテン語初級講読 D(p14) 

（日 14:00～15:20） 

   

山山山山のののの学校学校学校学校・・・・時間割時間割時間割時間割（（（（秋秋秋秋学期学期学期学期））））    
注：冬学期の時間割につきましては、冬学期申込書

をご覧ください。 

時間割以外にもご希望のクラスがございましたら、お気軽にお問い合わせ下さい 

 

『イタリア語講読』（月曜日 18:40～20:00） 

 

昨年の 12 月よりイタリア語講読クラスに参加させて頂き、もうすぐ 1 年になります。毎週月曜日の夜、離れの教

室に集まるのは三人なのですが、このクラスは実際のところ先生二人に生徒が一人といった趣です。なぜなら、私以

外のもう一人の生徒が、ラテン語やギリシャ語を教えていらっしゃる広川先生なのです。私が参加するまでは、柱本

先生と広川先生のお二人で進めておられた由。これはいわば、プロのヴァイオリニストとチェリストが手合わせをし

ていたところに、楽譜もきちんと読めないアマチュア奏者がノコノコとやってきたというようなものです。（受け入

れて下さってありがとうございます。）それなのに、私が自分のレベルも顧みず「物語文は、いまいち理解できなく

てもなんとなく意味が推測できてしまうから、きちんとイタリア語が理解できていないと読めない、というようなテ

キストがいいです」などと口走ってしまったもので、昨冬は哲学系の随想がテキストとなりました。柱本先生は、「エ

ッセイだから。寝転がって読むようなものだからね。」「テーマは孔子と論語ということで、内容はご存じのとおり」

などと優しい口調で仰ったのですが…。読み始めると、イタリア語の難しさと曖昧さ、日本語でも私には理解不能で

あろう難解な言い回し、突然挟まれる予想外の作者コメント、棘のある厭世観が見え隠れ…寝転がって読むどころか、

膝に重石を載せて正座を強いられているかのようでした。 
 しかしながら、この感覚はいつか体験したものだと考えて思い当たりました。十数年前、大学入学直後の 1 回生の

前期、一般教養の英語クラスのテキストがジル・ドゥルーズの「ニーチェと哲学」の英訳版だったのです。いわゆる

ポストモダン思想の複雑怪奇な文章を解読せねばならず、酷いな、大学の授業というのは学生のレベルを考慮しない

のだなと思うと同時に、これは現代教養の世界への扉なのかもしれないと心を熱くしたものでした（その扉は不精な

私には開かれませんでしたが）。講師の先生は「今の貴方達には全く理解できないかもしれない。でもきっと、十年

後、二十年後に思い出すこともあるでしょう」と仰っていたのですが、こんな形で思い出すことになるとは…。 

 話が逸れてしまいましたが、このイタリア語講読クラスは私にとって、本当に他に得難い貴重な場です。市井のカ

ルチャースクール的語学クラスでは、スペイン系ユダヤ人思想家がドイツ語で書いた中国思想についての随想のイタ

リア語訳がテキストになることなんて、絶無でしょう。また、予習をさぼる余地もないし、思ったことはすぐ口にで

きますし、何がわからないのか自分でもわからず疑問点をきちんと説明できない時でも、先生は的確に汲み取って丁

寧に答えて下さいます。そして、「ラテン語ではどうでしょうか、広川先生？」「そうですね、ラテン語では…」。二

人のプロフェッショナルと一緒に学ばせて頂き、こんな有難いことはないなあ、と思う毎回の授業です。ちなみにテ

キストはその後も、広川先生と私のリクエストを一ひねり、二ひねりした興味深いものを頂いています。 

 というわけで、私と同じようなレベルのメンバーが一人くらい増えてほしいような、このまま一人で幸運を享受し

ておきたいような、複雑な気持ちで、毎週、石段を登っています。 

（『イタリア語講読』受講生 N.H さん） 

 

『会員の声』 


